
向東だより

学校教育目標

『未来の世界をたくましく生き抜く学び手の育成』

◆目指す生徒像

『愛』『学』『徳』のある生徒
〇「愛」 人を思いやり、大切にする生徒

～人（自他ともに）を大切に思い、つながり、高めあう姿～

〇「学」 学びに夢中になる生徒
 ～学びに没頭し、他者と協働しながら教科の魅力を楽しむ姿～

〇「徳」 自律・自立のもと、正義を追求する生徒
 ～目標を立て、見通しを持ち、自己調整しながら成長する姿～

◆生徒に育ててほしい資質・能力

『対話力』『探究心』
・・・多様な価値観の中で本質に向き合う力

多様な価値観の中、事象・自己・他者と向き合い対話を重ねることで

本質に迫った学びを追究する

令和８年１０月「学校評価アンケート（前期）」報告

平素は本校教育活動にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 先
日は『学校評価アンケート』へのご回答ありがとうございました。 本校では、令和８
年度下記の学校経営方針にそって、様々な教育活動を行っております。今回、生徒・
保護者・教職員を対象に実施した「学校評価アンケート（前期）」を元に、3つの視
点で、向島東中学校の現在地について分析しましたので、報告させていただきます。

【生活について】
今年度、登校時間が変わりました。60分授業の実施と、朝にHigashi Time

を設置して、1日の始まりにゆとりを持ってしっかり準備をするためです。

学校評価アンケートの中で、「始まりが遅くなり、準備も遅くなっている」というご
意見もありました。生活を振り返ってみてください。寝る時間は遅くなっていませ
んか？スマホやゲームと向き合う時間は多すぎませんか？ 時間を守ることはとて
も大切です。そして、前もって準備をして、気持ちを落ち着けて、次の行動を始め
ましょう。そうすると、みなさんの心の余裕が、次の時間を何倍も意味のあるもの
へと変えてくれます。時を守ること、心にゆとりを持つことを心がけてみてください。



あなたはこの向島東中学校でいったい何を学びたいですか？

【学習について】
今年度の本校の学びでの大きな変容の一つが、「60分授業」の実施です。

「安心できる環境」と「学びに没頭できる授業」という２本の柱を元に、授業を生
徒と教師とで作っていく上で、１コマが５０分から６０分へと変わりました。実際に
実施してみての、生徒たちが今感じている結果が次のとおりとなっています。

７割の生徒が、グループでの活動や対話型の課題解決をする学習方法に価値
を見出し、そのための１コマの充実した時間（60分）について必要だと感じてく
れています。一方で、３割の否定的意見を持つ生徒たちが感じている率直な今
の気持ちを大切にするため、グループ学習での方法や問いの設定の仕方、６０分
の使い方などを、今後また再検討していくことが必要だと考えています。
また今年度から探究学習「Mたん」を1・2年生で行っています。本校が大切に
している「つながり」と「学び合い」学習の上で、縦割りグループでの探究は、生
徒も教師もはじめての試みです。自分の「好き」をとことん追究して、友達、先生、
地域、社会とともに「本気でやりたいこと」に挑戦していきます。トライ＆エラーを
繰り返しながらも、その過程すべてを自分の成長へと繋げていってほしいです。
６月の発表をいいものに仕上げてください。

現在は、VUCA（ブーカ）の時代と言われています。Volatility（不安定さ）、
Uncertainty（不確定さ）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）とい
う４つの言葉の頭文字をとった造語です。そんな、変化が激しく予測が困難な時
代を生きていくみなさんにとって、この向島東中でどんなことを学びたいかを自
分で考え、自分の答えを探していってほしいと思います。

【豊かな心の育成】
本校の学校改革の一つ「つながり」を意識した活動の中で、学校祭や探究学

習、さまざまな場面で縦割り活動やSELを行い、この向島東中で一緒に学ぶ仲
間との経験や感動を大切にしてほしいと願っています。

「向島東中を誇りに思う」と答えることができる生徒が多くいることが、学校とし
てこの上なく誇らしいことであります。次に、この質問を見てください。

「自分に良いところがある」…これは「自己肯定感」と言います。学校を作って
いるのは、みなさん生徒一人ひとりです。だから、それぞれが誇りに思える学校に
今、通っているならば、みなさんが自身のことを誇りに思ってください。
この向島東中学校で、生徒一人ひとりが安心して、仲間とともに輝いてくれる
日々をこれからも大切にしていきたいと考えています。
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